







ての ｢医療｣ と ｢社会福祉｣ の調整役ともいえる (宮
本 2006, 鍵井 2012). MSWは, クライエントの地域
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論文要旨
【目的】
医療ソーシャルワーカー (以下, MSW) には, 医療現場に勤務する福祉専門職として多職種連携強化のた
めの重要な役割が求められている. 医療環境の変化に対応する中で, 様々な業務上の不安を抱え仕事を続けて




MSWが在籍する A県内の病院のうち 6 病院を無作為に選び, そこに勤務するMSW 6 人を対象とした.
経験年数を考慮し 3人 1組とした 2グループに分け, フォーカス・グループ・インタビューを実施した.
【結果】
自己研鑽のための研修の機会や, いつでも相談できる職場環境が必要であり, スーパービジョンに対する期




特に, MSWの精神的支援には, 気軽に相談できるメンターの存在も重要であることが明らかとなった. 職場
にMSW複数人配置するなど働きやすい職場環境を構築するとともに, 自身のメンターを見つけ出し, メン
タリングを受けられる体制整備も重要と考えられた.
キーワード：メンタリング, スーパービジョン, 医療ソーシャルワーカー (MSW), 精神的支援, 産業保健




Moral Support for Medical Social Workers (MSW) :
Focusing on Mentoring and Supervision












ているとの報告が多く見受けられる (今橋 2007, 大













ている. メンタリング (mentoring) とは, ｢知識や
経験の豊かな者 (メンター) が, 未熟な者 (メンティ)
に対して, キャリアや心理社会面での発達を目的に,
継続して行う支援行動である｣ と定義されている
(Kathy E. Kram 2003, 渡辺 1999). メンタリングは,
キャリア発達過程における専門職としてのアイデンティ
ティの形成や, 職務満足感・自己効力感の向上などに






る (村中 2008). MSWをはじめとする福祉分野にお
いても, 同一職種と契約をし, 用いる理論を明確にす






ている (今橋 2007). 一方, 業務上の不安を解消する
ことを目的のひとつとした場合, スーパービジョンの
みでは不十分との指摘もあり (山口 2008), 先に述べ
たメンタリングとの併用がより効果的ではないかと考
えられる.








告 (坂野 2007, 丸山 2004, 立石 2007, 江口 2007) は
あるものの, 現任教育や精神的支援に関する報告は少
なく, 中でもメンタリングに関連した研究は筆者の報












からも, 多様な定義が確認された (Kathy E. Kram
2003, Phillips-Jones, L. 1982, Yoder, L. 1990, 小野




















A県における ｢医療と福祉｣ 病院一覧表 (医療社
会事業協会発行) をもとに病院を無作為に選び, その








対象者は, 男性 2人, 女性 4人の計 6人で, 平均年
齢は 30.3 歳であった. 相談援助業務の平均経験年数
は 5 年 8 ヶ月で, このうちMSWとしての平均経験
年数は 4年 4 ヶ月であった. 教育課程の内訳は, 4 年
























チ (Glaser, B. G. & Strauss, A. 1967) の手法を用
いて行った.






























1 A 女性 20 代 1 年 社会福祉士・精神保健福祉士 10 なし あり
2 A 男性 20 代 1 年 社会福祉士 3 なし あり
3 A 女性 30 代 2 年 社会福祉士 4 なし あり
4 B 女性 30 代 5 年 社会福祉士 3 なし あり
5 B 男性 30 代 6 年 社会福祉士 4 あり あり















を【 】, サブカテゴリーを〈 〉で示してある.
1 . 不安解消の手立て (表 2)
業務上の不安を解消するための土台作りとして必要

















2 . スーパービジョンの実態 (表 3)
スーパービジョンの実態について表 3に示した. こ































3 . スーパービジョンの課題に対する補完 (表 4)
スーパービジョンの限界に対する補完について表 4









































































































いる (今橋 2007). 実際は, 研修の機会はあってもそ
の確保すら困難な場合もあり, MSWが少数配置の職
場では長期間の研修を検討すること自体が困難を伴う
こともある (正司 2003). 筆者らの過去の報告におい
ても, MSWが業務上の不安を感じていることは明ら







いいのか悩んでいる｣ と述べており (取手 2005), そ
の理由の一つに相談相手の少なさを挙げている.〈気





































































るという報告 (山口 2008) から, 不安軽減のために
はスーパービジョンが不可欠であることは示されてい













































































































によると, 医療機関の 4割弱でソーシャルワーカー 1




先輩がいることも多く (取手 2005), サポートし合え
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した. 一方, これは本研究の限界でもあり, 本結果が
経験年数に関係なくどのMSWにも当てはまるよう
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